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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーパをお買い求めいただき、まことにありがとうご 
ざいます。 


本書では 、 NEC Express 5800/1 10 EeS サーパで使用するオペレーテイングシステム 「 Microsoft ® 
Windows NT ® Server 4.0 日本語版」をインストールする方法について記述しています。 
(Express 580 0シリーズのセットアップ （0 S のインストールを含む）は添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 の「シームレスセットアップ」機能をお使いになることをお勧めします。） 

本書での内容は 、 Windows NT や Windows 95/98の機能や操作方まについて十分に理解されてい 
る方を対象に説明しています 。 Windows NT や Windows 95/98/ Me に関する操作や不明点につい 
ては、を OS のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本書は上記に巧すモデル専用の説明書です。添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDERJ の 
中には他のモデル用の説明書が含まれている場合もあります。本書を参照してインストール 
をする前に、お使いになつているモデルをお認して<ださい。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□末を示します。 



ユーティリティや装置を取り扱う上で守！5なければな5ない事柄や特にま意をすべき点 
を示します。 


Q 

チェック 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 


国 

ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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ソフトウェア使用条件 


添付の CD - ROM 内のソフトウエアを使用するにあたって、添付のソフトウエアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 


ユーザーヴポートについて 

ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

に8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielclin 呂 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(術ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 


iv 





概要 


Express 5800シリーズの再セットアップをするときは、「シームレスセットアップ」と「マニュアル 
セットアップ」の2つの方まがあります。本書では r マニュアルセットアップ」の手順を説明します。 

それぞれのセットアップについてじ(下に説明します。作 xpress 5800シリーズのセットアップは、 
r シームレスセツトアップ」を使ってセツトアップすることをお勤めします。） 


シームレスセットアップ 

「シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設をから OS 
(Windows NT 4.0)、各種ユーティリティのインストールまでを添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる Express 5800シ 
リーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティシヨン設定で使用する場合や OS を再インス I -一 
ルする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能が代わって行 
います。 

シームレスセットアップの方まじついては r ユーザーズガイド」で説明しています。 

また、再インス!-ールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、前回と同 
じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

「セットアッ プ パラメ-夕 の」は、 express 巨 UILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を使って事前に作 
成しておくことができます。 

事前に r セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間に入力や選 
択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラメータ FD にあるセット 
アップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正することもできます）。セットアップ 
パラメータ FD の作成方法については、「ユーザーズガイド」で説明しています。 


マニュアルセットアップ 

ディスクドライバ、ネットワークアダプタドライバをインストールするためにインストールディ 
スク ( OEM - D に K ) を作成し、その OEM - D に K を使用してインス!ルするセットアップ方まです。 
この場合は、保守用パーティションの設をや、を種ユーティリティなどをひとつひとつ手作業でイ 
ンス I '''ールする必要があります。 

また、セットアップ後にサービスパックの適用とシステム固有のモジュールを適用する NEC アップ 
デートモジュールのインストールを行ってください。 

これら OEM - FD の作成方まや、 OEM - FD を使ったマニュアルセツトアップのインス!ル方法を次 
ページ降で説明します。 
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注意事頃 


マニュアルセツトアップを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


Service Pack の適用について 

Express 5800では 、 Service Pack を適用することができます。装置の添がされていない Service 
Pack を適用する場合は、お客様で用意してください。 


システムのアップデートについて 

Express 5800のシステム構成を変更したときは、必ず Express 5800に添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って、システムをアップデートしてください。詳しくは、12ぺージを 
参照してください。 


MO 装置について 

インストール時に MO 装置を接続したままファイルシステムを NTFS じ設定すると、ファイルシス 
テムが正しく変換されません。 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


ディスク構成について 


• 「曰 SA ユーティリティ」と表示された領域について 

ディスク領域に、忙に A ユーティリティ」と表示された領域が表示される場合があります。構成 
情報やユーティリティを保をするための保守用パーティションです。削除しないでください。 



忙旧 A ユーテ ィリティ」 

構成情報やユーティリティを保有 
するための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 


r 不明」なパーテイシヨン 

を在しない場合もありまず。を在 
する場合は、削除しても問題あり 
ません。 
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参ミラー化されているパーティションにインスIルする場合 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているパーティションにインス 
卜ールする場合は、インストールの実行前にミラー化を無効じしてください。インス 
I -ール完了後に再度ミラー化してください。 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているシステムは、「システム修 
復ディスク」を使用したシステムの修復はできません。 

• ディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインスIルする場合 

システムドライブを複数作成せず、一つだけ作成してインストールを行ってください。複 
数のシステムドライブを作成する場合は、インス!-ール完了後、ディスクアレイのコン 
フィグレーションユーティリティを使用して追力□作成してください。 

参その他 

-物理フォーマット後の 2 GBt (上の八ードディスクを2台じ(上接続すると、1台目の八一 
ドディスクの容量が 1 G 巨と表示されます。その場合は、インストールをいったん中断 
し、2台目じ(降のディスクを取り外してください。その後インス!-ールを行い、インス 
トール終了後、2台目 W 降のディスクを接続してください。 

- 0 S をインス I -ールするディスクを接続している SCSI コント□ーラ]: i 外の SCSI コント 
□ーラにディスクを接続する場合は、 0 S をインス I -ールした後から行ってください。 

-作成できるパーティションサイズは、 4 G 目までです。 

ディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインス I -ールするとき、ディスクアレ 
イコント□ーラの設定じより、じ(下のように作成できるパーティションサイズが異な 
ります。 


ディスクアレイコント日ーラの設定が rS - G 目 Geometory 」 の場合 4 G 目まで 
ディスクアレイコント日ーラの設定が口 - G 目 Geometory 」 の場合 2 G 目まで 
- 4 GB より大きいパーティションを作成する場合は、次の手順に従ってください。 

(1) Windows NT インストール時は、小さいパーティション (512 M 巨など)を 
作ぶし、そのパーティションに Windows NT をインス I ルする。 

(2) Windows NT インストール終了後、ディスクアドミニストレータを使用し 
て 4 GB より大きいパーティションを NTFS で作成する。 

因 


(3) 上記で作成したパーティシヨンに Windows NT 4.0をインス I ルする。 

因 


( 1 ) でインストールした小さいパーティシヨンか5、 
NTDETECT . COM 、 boot . in し bootfont . bin 、 ntidr は削除しない 
でください。なお、これ5のファイルは隠しファイルのため、表示さ 
れない場合びありまず。 


NTFS で大きな領域を作成する際は、保守用パーテイシヨンと最初に 
作成したルさぃパーティション（5121\/16程度の）領域を含めて、 
7.8 GB を越えない大きさの領域を作成してください。 
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作成ずるノ くーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求めること 
ができます。 

200 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

200 MB =インス I -ールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ+ 12 MB 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 MB 


a 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために最低限必要なサイズで 
す。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メ 
モリダンプ)を採取できません。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記の計算 
方法から 

200 MB + (512 MB + 12 MB ) + (512 MB + 12 MB ) 二 1248 MB 
となります。 

システムをインストールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ」+「ページ 
ングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを増設し 
てください。 

ダンプファイルサイズを痛保できない場合は、次のようじ複数のディスクに割り振ることで解まで 
きます。 


( 1 ) r インス I ルに必要なサイズ」+「ページングファイルサイズ」を設定する。 

(2) ユーザーズガイドの r 障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報(ダンプファイ 
ルサイズ分)を別のディスクに書き a むように設定する。 

(ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスク(こない場合はインストールに r 必要なサ 
イズ」+「ページングファイルサイズ」でインストール後、新しいディスクを増設してください。） 


システム修復情報の更新について 

オペレーティングシステムのデータが破損した場合に備えて、システムの修復が行えるよう「シス 
テムのアップデート」、および r 各種ドライバのインストール」徽ま、必ず r システム修復情報の更新」 
をしてください。 

システム修復情報には、コンフィグレーションファイルやレジストリファイルなどがあります。 
詳細な手順については、ユーザーズガイドの r 障害処理のためのセツトアップ」の「システム修復情 
報の更新」をご覧 < ださい。 
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ソフトウエア電源アンインス I ^ーラについて 

Windows NT 4.0から Windows 2000にアップグレードする場合は、あらかじめソフトウエア電 
源モジュールをアンインストールする必要があります。 

下に操作手順を示します。 

(1) コマンドプ□ンプトを開く。 


(2)「 powerdeU と入力してリターン羊一を押す。 


t 又下のメッセージが表示されます。 


「ソフトウエア電源モジユールは Windows 2000 Upgrade に先だって 
アンインストールする必要があります。 

ソフトウエア電源モジュールのアンインス I -ールを開始しますか 
( Y / N )?」 


(3) アンインストールを行う場合は、く Y > 羊一を押してから、く [が6「>车一を押す。 

アンインス I -ールが開始されます。 

< Y > 车一 W 外を入力するとアンインス I -ールは中断されます。 

メッセージじ従って ESMPRO / ServerAgent をアンインストールして再起動後にソフトウエア 
電源モジュールをアンインス I -ールしてください。 

(4) アンインス!-ール終了後，システムを再起動する。 
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マニュアルセットアップ 


マニュアルセットアップでの Windows NT Server 4.0 日本語版 (Windows NT 4 .0) のインストー 
ルをする手順を次に示します。 trF、「Windows NT 4.0」と呼びます 

シームレスセットアップでインストールをする場合は、ユーザーズガイドを参照してください。 


マニュアルセットアップに於要なちの 


作業を始める前に次のディスクや説明書を用意します。 

□ EXPRESS 目 UILDER ( CD - ROM ) 

n Microsoft Windows NT 4.0 日本語版 ( CD-ROM 

□ Windows NT 4.0 Service Pack ( CD - ROM ) 

n Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER (または 1.44 M 目フォーマットの 3.5 イ 
ンチフ□、ソピーディスク2枚） 

因 

n ファーストステップガイド 
n ユーザーズ ガイド 


「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はシームレスセットアップを使用し 
ないでインス I ルするときに必要となるフ□ッピーディスクで 、 Windows NT 4.0のインス I 
ルを始める前に作成しておく必要びありまず。 

次ぺージの「インス I ルの準備」でディスクの作成方法を説明していまず。 
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インストールの準備 


インストールを始める前に 「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBULDER 」 を作成してく 
ださい。 


fin すでにこの装置用の 「Windows NT 4.0 OEM-DISKfor EXPRESSBUILDER 」 をお持ちの場合は、再 
度作成する必要はありません。 

ヒント _ 

Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER は、次の 2 通りの方まで作成することがで 
きます。 

• EXPRESSBUILDER で Express ヴーバを起動して表示されるメニューか5作成する 

Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 巨 ULDER を作成するためじ使用できる〕ンピュー 
夕が Express サーバしかない場合は、 この方まで作成します。ただし、 Express サーバが Win ¬ 
dows NT 4.0で動作できる場合は、この後の r マスターコント□-ルメニューから作成する」で 
も作ぶすることができます。 

次の手順で作成します。 

7 式日インチフ□ツピーディスクを2枚用意する。 

Express ヴーバの電源を ON にする。 

3 Express ヴーバの CD - ROM ドライブに CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 をセツトす 
る。 

4 CD - ROM をセツトした！5、リセツトする（く Ctrl >+ く Alt >+ く Dele お>キーを巧す)か、 
電源を OFF / ON して Express ヴーバを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

^ 「ツールメニュー」か5「サボートディスクの作成」を選択する。 

Q 「サボートディスク作成メニュ ー 」か ^「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を選択する。 

フ 画面の指示に従ってフ□ッピーディスクをセツトする。 


「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 が作成されます。作成した 
「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ベルを貼って大切に保管してください。 
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参マスター コント□—ルメ ニュー から作成する 

マスターコント□ールメニューは、次のオペレーティングシステム上で起動します。 

— Windows Me /98/95 
— Windows 2000 
— Windows NT 4.0 
- Windows NT 3.51 

上記のオペレーティングシステムで動作しているコンピュータを使用できる場合は、マスター 
コント日ールメニューから Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER を作成する 
ことができます作 xpress サーバち含まれます）。 

次の手順で作成します。 

7 3.日インチフ□ッピーディスクを2枚用意する。 

ク Windows Me /98/9 日、または Windows 2000 、 Windows NT 3.日 1/4.0 を起動 
する。 

3 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 

マスター コント □ールメニューが 起動します。 


ヒント 


4 [ソフトウエアのセットアップ]をちク 
リックし、 [ OEM ディスクの作成]- 
[for Windows NT 4.0] の順にメ 
ニューを選択する。 


与画面の指示に従ってフ□ツピーデイス 
クをセツトする。 


「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 が、作成されま 
す。 

作成した 「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 巨 UILDER 」 はライトプ□テクト 
をし、ラベルを貼って大切に保管してください。 


ヒント 


右クリックで現れるポップアッ 
プメニューでも同様の操作がで 
きます。 



Windows NT 3.51 ではメニューが自動起動しません。エクスプローラなどで CD-ROM 
内の 「¥ VVINNT ¥ BIN ¥ MAKEFD ¥ MAKEOEM . BAT 」 を起動し、手川頁5へ進んでくださ 

し、 0 
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Windows NT 4.0 のインストール 


次の手順に従ってインストールします。 


システムの電源 ON 

7 システムの電源を ON にする。 

P Express ヴーバの CD-ROM ドライブに Windows NT CD-ROM をセットする。 

3 Windows NT CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットした5、リセットする 
(く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを巧す)か、電源を OFF/ON して Express ヴーノ（を再 
起動する。 

Express サーバが再起動します。 


大容■記憶装置のセットアップ 

装置にディスクミラーリングコント日ーラ （ N 8103 -58) や SCSI コント日ーラ （ N 8103 -55) が取りが 
けられている場合に下の手順を行って < ださい。 

取りがけられていない場合は、じ(下の手順を行う必要はありません。次へ進んで<ださい。 

7 システムの電源 ON 後、画面び似下のどち5かの1|犬態のときにくド目>キーを巧す。 

• セットアップは、コンピュータの八ードウエア構成を橫査しています.…の表示中 
• 青一色の画面の表示中 

「セットアップはシステムにインス 
I -ールされている1つ上の大容量記 
憶装置の種類を判断できませんでし 
た」というメッセージと選択画面が表 
示されます。選択画面が表示されな 
かった場合は、く F 6>+ —が正しく押 
されていません。 < F 3> 羊一を押して 
セットアップを終了し、もう一度シス 
テムの電源を ON し直してから始めて 
ください。 


Windows NT セツトアップ 


セットアップはシステムじインストールされている1つな上の大容量記憶 
装置の種煩を判断できませんでした。また、アダプタの手勤指定が選が 
されています。巧の大容量記憶装置をサポートするドライバを読み込みます。 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ. CD-ROM ドライ义特殊なディ 
スク コントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 
元から提供されたデバイスサボートディスクがある場合は S を巧して 
ください。 

•大容量記憶装置の製造元から提がされたデバイスサポートディスクが 
な t 、場合.または Windows NT で使用する大容量記憶装置を追加指まし 
をい場合は Enter キーを巧!してください。 


S= デバイスの追加指定 
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く s > キーを 巧す。 


Windows NT セツトアップ 


- - -ルされている1つな上の大容量記憶 

装置の種類を判断できませんでした。また.アダプタの手動指定が選が 
されています。巧の大容量記憶装置をサポートするドライバを読み込みます。 


セットアップはシステムにインストー 
…—り種類を ■一 .— ' 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ.特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合.および大容量記憶裝置の製造 
元から提供されたデバイスサポートディスクがある場合は S を巧して 
ください。 

•大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
をい場合.または Windows NT で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
をい場合は Enter キーを巧してください。 


S= デバイスの追加指定 


[その他]を選び、く Enter> キーを巧 
す。 


「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #1 」をフ□ツ 
ピーディスクドライブにセツトし、 

く Enter> キーを巧す。 


SCSI アダプタのリストが表示されま 
す。 


Windows NT セツトアツフ 


is さ S 鱗慨弊 I 欺ミ雜 ffil 職が 12 驟 f 雜 I ぃ。 


Olivetti ESC-1/ESC-2 SCSI Host Adapter 

QLogic PIC SCSI HOST Adapter 

MKEPanasonic CD-ROM Controller 

Sony Proprietary CD-ROM Controller 

UltraStor 14F/14FB/34F/34FA/34FB SCSI Host Adapter 

UltraStor 24F/24FA SCSI Host Adapter 

その他 


Entei •二選択 ESC ニキャンセル F3 二終了 


装置に接続されているコント□ーラに適応したドライバをアダプタリストか 5 選び、 
く Enter 〉 キーを 巧す。 


-ディスクミラーリングコント□-ラ ( N 8103 -58) 
[WinNT Promise FastTraklOO ( tm ) Controller ] 

- SCSI コント日ーラ ( N 8103 -55) 

[ NT 4 AdvanSys UW / U 2 W / U 3 W SCSI Adapter ] 


手順 1 の画面に戻ります。 

W 降の作業はメッセージに従ってください。 























その他の設定 


大容量記憶装置のセ、ソトアップ完了後は、メッセージに従って作業を続けてください。 
インストールの詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 



Hi 


セットアップの途中で 、 Windows NT 4.0をインス!ルするパーティシヨンを設定する画面び 
表示されまず。この時に表示される161\/16の不明領域は、 Express 己800特有の構成情報や専用 
のユーティリティを保存するために使用されるパーティシヨンです。この領域の削除は推奨しませ 
んび、1目 MB の領域を確保させたくない場合は 、 「D = パーティションの削除」で削除してくださ 
い。 


作業を続けていくと Windows NT 4.0のファイルをインストールするディレクトリをを入力する 
画面が表示されます。ディレクトリをを入力してく Enter 〉 羊一を押します 。 Windows NT のファイ 
ルが八ードデイスクにコピーされます。 


Windows NT セットアップ画面での設定 

7 ファイルのコピーを終了後、メッセージに従ってフ□ッピーディスクと CD - ROM を取 
り出す。 

システムを再起動すると、[ディスクの挿入]ダイア□グボックスが表示されます。 

P Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットする。 

3 CD - ROM ドライブのアクセスランプの点、滅び終わってか5、 [ OK ] をクリックする。 

じ(降は、画面の指示に従ってセットアップしてください。詳細については、「ファース 
トステップガイド」を参照してください。 


^1 • セットアップの途中で「システム修復ディスク」を作成する画面が表示されます。 

ここで、「修復ディスクを作成する」にしても、アプリケーシヨンのインストール 
ヒント などでレジストリが大きくなった場合は、1枚のフロッピーディスクでは入りきら 

なくなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったこ 
とを報告するようなメッセージは表示されません。 

WindowsNT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復が 
できるので、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 

• セットアップの途中でネットワークドライバのインストールを行うステップがあ 
ります。セットアップが完了した後でもインストールすることもできますが、 
セットアップ中にインストールすることをお勧めします。セットアップ中での 
ネットワークドライバのインストール方法とセットアップ後のインストール方ま 
は、「標準装備のネットワークのドライバ」 （13 ぺージ）で説明しています。参照し 
てください。 



Windows NT 4.0 EE をご使用の場合は、□グオン後、次ぺージを参照してシステ 
ムをアップデート後、コンポーネントをインストールしてください。 
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システムのアップデート 


〜 Service Pack の適用〜 


システムを再起動後、必ず]: i 下のようにシステムをアップデートしてください。 





• システム構成を変更した場台も再起動ずる前に必ずシステムのアップデートをしてくださし、。 
(システム構成を変更した後、再起動を促ずダイア□グボックスび表示される場台は[いいえ] 
をクリックし、システムをアップデートして<ださい。） 

• 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合も必ずシステムをアップデートしてくださ 
し、。 


7 管理者権限のあるアカウント ( administrator 等)で、システムに□グオンする。 

P CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセットする。 

マスターコント □ ールメニューが表示されます。 

3 [ソフトウエアのセットアップ]を左ク 
リックし、[システムのアップデート] 

をクリックする。 


右クリックで現れるポップアッ 
プメニユーでも同様の操作がで 
ヒント きます。 


画面のメッセージに従って作業を進め 
ると、[コンピュータの再起動]ダイア 
□グボックスが表示されます。 

4 [コンピュータの再起動]をクリックしてシステムを再起動させる。 

システムのシャットダウン開始後、ただちに CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - 
ROM ドライブか5取り出す。 





〇オンラインドキュ; I ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


〇 


- ソフトウェアの 1 

A セットアッ7 ^ 


Copyright NEC Corporation 


NEC 
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ドライ八のインストールと詳細設定 


本体標準装備のを種ドライバのインストールとセットアップを行います。 

ここで記載されていないドライバのインス I -ールやセットアップについてはドライバに添付の説明 
書を参照してください。 「 N 8103-55 SCSI ドライバ」についてはこの後の項で説明しています。 


ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークのドライバは Windows NT のインストール中にインストールすることを 
お勧めします (Windows NT 4.0をインストールした後でもインス I '''ールできますが、インス I '''一 
ル後にシステムのアップデート（前ページ)をやり直さなければ正しく動作しません)。 

オプションのネットワークボードのドライバについてはこの後の r オプションのネットワークボー 
ドのドライバ」を参照して 、 Windows NT 4.0 のインス I ルが終了した後にインス I ルしてく 
ださい。 


標準装備のネットワークのドライバ 

標準でネットワークポートを1つ用意しています(装置背面にあります）。このネットワークポート 
を使用するために次の手順に従って専用のネットワークドライバをインス I -ールします。 
ドライバをインス I -- ルする際には 、 「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBULDER 」 が 
必要です。 7 ページの「インストールの準備」を参照してあらかじめ作成してください（すでに作成 
している場合は、作成し直す必要はありません)。 

• OS のインス I ル中にネットワークドライバをインス I ルする場合 

Windows NT 4.0のインス I ル中に「[橫索開始]をクリックするとネットワークアダプタの 
檢索を開始します。」というメッセージの入ったダイア□グボックスが表示されます。 

7 [一覧か5選択]をクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

P [ディスク使用]をクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア □ 

グボックスが表示されます。 

3 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #2」をフ□ッ 
ピーディスクドライブにセツトする。 
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4 「 A :¥ RTL 3 目4」と入力し、 [ OK ] をクリックする。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

[ RTL 8 139 ( A / B / C /8 1 30) PCI Fast Ethernet Adapter ] をクリックし、 [ OK ] 
をクリックする。 

Q [次へ]をクリックする。 

プ〇トコルやサービスの追力日/削除を行うウィンドウが表示されます。必要に応じてプ 
□ トコルやサービスを追力日/削除して<ださい。 



ヒント 


サービスの追加にて、[ネットワークモニタ]を追加することをお勧めします。[ネット 
ワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信す 
るフレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がな 
どに有効なツールです。インストールの手順は、ユーザーズガイドを参照してくださ 

し、 0 


W 降は、画面の指示に従ってインス I -ールを行ってください。 



インストールしたネットワークドライバは、輯送速度/ Duplex モードの設定が必要で 
ず。 0 S のインストール後に、[コント□—ルパネル]の[ネットワーク]をタブルク 
リックした後、ネットワークドライバのプ□パティダイア□グボックスを表示させ、 
[ RTL 8139 Duplex Mode ] コンボボックスをクリックし、 [ Speed ] と [ Duplex ] を 
HUB の設定 fii と同じ fii に設定してください。 


0 S のインス I ル後にネットワークドライバをインス I ルする場合 
/ スタートメニューか！5[設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

P [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3 [アダプタ]タブをクリックし、[追加]をクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

4 [ディスク使用]をクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 









已 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER #2」をフ□ッピーディス 
クドライブにセットする。 

Q 「 A :¥ RTL 3 目4」と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

7 [ RTL 8139( A / B / C / 813 0) PCI Fast Ethernet Adapter ] をクリックし、 [ OK ] 

をクリックする。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックスじ戻ります。 

g [プ□パティ]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプ□パティダイア□グボックスが表示されます。 

q [ RTL 8139 Duplex Mode ] コンボボックスをクリックし、に口目目がと [ Duplex ] を 
HUB の設定に合わせる。 

10 [0 K ] をクリックする。 

7 7 [閉じる]をク U ックする。 

プ〇トコルの種類などによっては、ここでネットワーク情報の入力が必要になります。 

1 P ネットワークアダプタのインス I ル終了後 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #2」をフ□ッピーディスクドライブか5取り出す。 

73 [ネットワ—ク設定の変更]ウィンドウで[はい]をクリックし、システムを再起動する。 

74 12ページの r システムのアップデート」を参照して、システムをアップデートする。 

国 

ヒント 


ネットワークドライバをインストール後、[ネットワークモニタ]をインストールする 
ことをお勧めします0 [ネットワークモニタ]は、[ネットワークモニタ]をインストー 
ルした コン ピュ ータ が送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができま 
す。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。インストールの手順は、ュー 
ザーズガイドを参照してください。 


オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( LAN ボード)を使用している場合は、ボードに添付されている説 
明書を参照してドライパをインストールしてください。 
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グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準で装備されているグラフ ィ、ソ クスアクセラレータを使われる場合は、じ(下の手順に従ってドラ 
イバをインス I -ールしてください。オプションのグラフ ィ 、ソクスアクセラレータボードを搭載して 
使われる場合は、そのボードに添付の説明書に従ってドライバをインス I -ールして<ださい。 


gj 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合も再度ドライバをインストールしてくださし、。 


7 CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセットする。 

P 「く CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ RAGEXL ¥ NT 4 ¥AGP 
¥ setup . exej を実行する。 

メッセージじ従って作業を続けてください。 

3 メッセージに従ってシステムを再起動する。 
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N 8103 -5 已 SCSI ドライバ 


Windows NT 4.0をインストールした後に、 N 8103 -55 SCSI ドライバをインス I -- ルする場合 
は、じ(下の手順に従ってインストールしてください。 


2 

3 

4 

5 

6 
7 


8 

9 


N 8 103-55 SCSI コント□ーラを取り付けてシステムを立ち上げる。 

スタート メニューから [設定]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

[ SCSI アダプタ]アイコンをダブルクリックする。 

[ドライバ]タブを選択して、[追加]をクリックする。 

「Windows NT 4.0 OEM-Disk for EXPRESSBUILDER 」 をフ□ッピーディスクド 
ライブにセットする。 

「 A :¥」 と入力し [0 K ] をクリックする。 

製造元 「ConnectCom 
Solutionsjnc 」、 SCSI アダプタ 
「 NT 4 AdvanSys UW / U 2 W / 

U 3 W SCSI Adapter 」 を選択し、 

[ OK ] をクリックする。 

システムを再起動する。 


再起動後、システムのアップデートを 
行ラ。 
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障害処理のためのセツトアツ 


障害が起きたときに障害からより早く、磕実に復旧できるようセットアップをしてください。詳細 
な手順についてはユーザーズガイドをご覧ください。 
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